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海
軍
兵
学
校
を
目
指
し
た
祖
父
と
「
逆
コ
ー
ス
」 

 
 

 
 

堺 

弘
・
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
生
ま
れ 

政
策
学
部
政
策
学
科 

堺 

凌 

は
じ
め
に 

祖
父
は
、
私
の
人
格
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
一
人
で
あ
る
。
幼
い

こ
ろ
か
ら
断
片
的
に
聞
く
戦
争
の
話
は
、
そ
の
曖
昧
さ
ゆ
え
に
私
の
好
奇
心

を
掻
き
立
て
、
歴
史
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
級
生
の

祖
父
母
が
戦
後
世
代
で
あ
る
の
に
対
し
、
祖
父
が
昭
和
一
桁
世
代
で
あ
る
こ

と
は
私
が
「
戦
前
・
戦
争
」
を
意
識
す
る
要
因
に
な
っ
た
。
私
が
高
校
・
大
学

へ
と
進
む
な
か
で
世
代
交
代
が
進
み
、
戦
争
を
知
る
世
代
は
年
々
鬼
籍
に
入

っ
て
い
る

１

。
二
〇
二
五
年
現
在
、
兵
士
と
し
て
前
線
に
行
っ
た
方
は
ご
く
わ

ず
か
で
、
当
時
の
葛
藤
や
恐
怖
を
人
か
ら
感
じ
る
機
会
は
格
段
に
減
っ
て
い

る
。 本

稿
は
、
一
九
三
二
年
生
ま
れ
の
、
戦
時
下
は
海
軍
兵
学
校
を
志
し
た
祖
父

の
「
記
憶
」
を
「
記
録
」
し
た
も
の
で
あ
る

２

。
従
来
の
関
連
書
籍
や
論
文
と

比
べ
て
、
本
稿
は
二
つ
の
特
異
な
点
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
。 

第
一
に
戦
争
を
直
接
体
験
し
て
い
な
い
「
軍
国
少
年
」
の
人
生
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
た
点
で
あ
る
。
従
来
の
聞
き
取
り
は
戦
争
体
験
者
や
抑
留
者
な
ど
が
中

心
で
あ
り
、
銃
後
に
い
た
子
供
は
戦
時
下
の
あ
る
一
時
点
で
語
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
子
供
が
い
か
に
軍
国
少
年
と
な
り
、
な
ぜ
兵
士
に

な
る
こ
と
を
渇
望
し
た
か
、
ま
た
、
受
け
た
戦
時
教
育
が
そ
の
後
の
価
値
観
と

し
て
ど
の
よ
う
に
表
象
し
、
戦
後
を
生
き
た
か
克
明
に
記
述
を
行
っ
た
。 

第
二
に
、
聞
き
取
り
対
象
で
あ
る
祖
父
の
父
（
私
か
ら
見
た
ら
曽
祖
父
）
の

人
生
を
対
比
的
に
扱
っ
た
点
で
あ
る
。
祖
父
を
調
べ
る
過
程
で
、
軍
人
・
警
察

官
で
あ
っ
た
曽
祖
父
の
周
辺
に
夭
折
が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
祖
父
と

曽
祖
父
が
生
き
た
時
代
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
か
ら
平
成
ま
で

の
社
会
福
祉
の
変
遷
や
、
農
村
部
の
中
間
層
を
中
心
に
そ
の
生
活
史
を
描
き

出
し
て
い
る
。 

前
述
の
と
お
り
、
祖
父
は
軍
国
少
年
と
し
て
育
っ
た
が
、
同
時
に
銃
後
の
守

り
を
期
待
さ
れ
た
「
少
国
民
」
で
も
あ
っ
た
。「
少
国
民
」
と
は
、
天
皇
陛
下

に
仕
え
る
小
さ
な
皇
国
民
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
当
時
の
小
学
校
に
通
う
子

供
を
指
す
言
葉
で
あ
る

３

。
現
在
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
で
は
昭
和
一
桁
世
代

（
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
三
四
年
生
ま
れ
）
が
か
つ
て
「
少
国
民
」
と
呼
ば
れ

た
。 昭

和
一
桁
世
代
で
著
名
な
の
は
黒
柳
徹
子
や
石
原
慎
太
郎
、「
火
垂
る
の
墓
」

の
著
者
・
野
坂
昭
如
な
ど
で
あ
る
。
野
坂
は
こ
の
昭
和
一
桁
世
代
に
も
二
つ
分

け
ら
れ
る
と
し
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
生
ま
れ
を
「
真
っ
只
中
の
戦
中
派
」、

一
九
三
〇
年
代
前
半
生
ま
れ
を
自
身
の
経
験
か
ら
「
焼
跡
闇
市
派
」
と
分
類
し

て
い
る

４

。
し
た
が
っ
て
、「
少
国
民
」
の
中
で
も
生
ま
れ
た
若
干
の
年
数
や

育
っ
た
環
境
で
戦
争
の
見
え
方
は
別
々
で
あ
る
し
、
先
述
し
た
三
人
で
す
ら

「
あ
の
戦
争
」
に
対
す
る
考
え
た
方
が
異
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
「
昭
和
一
桁
世
代
」
の
中
で
、
祖
父
の
人
生
が
ど
れ
ほ
ど
普
遍
的
か
分
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か
ら
な
い
が
、
お
お
よ
そ
、
小
中
学
生
の
時
に
軍
国
教
育
を
受
け
な
が
ら
空
襲

の
被
害
を
目
撃
し
、
戦
後
の
価
値
観
に
一
応
の
適
応
を
見
せ
た
点
で
は
普
遍

的
と
も
い
え
る

５

。
一
方
、
大
学
ま
で
進
学
し
て
い
る
点
や
、
革
新
に
根
強
い

支
持
が
あ
っ
た
の
と
対
象
に
、
朝
日
新
聞
や
毎
日
新
聞
な
ど
の
リ
ベ
ラ
ル
紙

や
、
左
派
政
党
に
対
す
る
評
価
が
低
い
点
は
平
均
的
な
昭
和
一
桁
世
代
像
と

一
致
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
社
会
学
者
・
小
熊
英
二
に
よ
れ
ば
「
一
生
涯
を

通
じ
て
、
す
べ
て
の
場
面
に
お
い
て
「
多
数
派
」
で
あ
る
と
い
う
人
間
は
い
な

い
。
（
中
略
）
生
涯
に
一
度
も
逸
脱
行
動
を
し
な
い
人
間
が
い
た
と
し
た
ら
、

そ
れ
こ
そ
「
普
通
の
人
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。（
中
略
）（
対
象
の
経
験
を
）
総

合
的
に
把
握
し
、
同
時
代
の
社
会
的
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
て
こ
そ
、
立
体
的

な
歴
史
叙
述
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か

６

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
に

倣
い
、
聞
き
取
り
手
で
あ
る
私
が
祖
父
の
経
験
を
総
合
的
に
吟
味
し
て
フ
ラ

ッ
ト
に
し
、
社
会
的
な
文
脈
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。 

聞
き
取
り
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
通
り
、
計
四
度
の
聞
き
取
り
調
査
を
実

施
し
た
。
一
、
二
回
目
は
夏
休
み
を
利
用
し
祖
父
へ
私
が
直
接
聞
き
取
り
を
行

っ
た
。
あ
ら
か
じ
め
祖
父
の
人
生
を
時
系
列
に
ま
と
め
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研

究
で
触
れ
ら
れ
て
い
た
点
を
質
問
す
る
と
い
う
形
で
一
時
間
程
度
行
っ
た
。

秋
学
期
開
始
後
は
大
学
が
あ
る
京
都
と
福
岡
で
聞
き
取
り
が
困
難
と
な
っ
た

た
め
、
私
が
用
意
し
た
質
問
を
父
か
ら
祖
父
へ
代
わ
り
に
聞
い
て
も
ら
う
と

い
う
形
式
で
二
度
行
っ
た
。
ま
た
、
父
が
よ
く
祖
父
を
訪
ね
る
た
め
、
適
宜
私

の
疑
問
点
を
解
消
し
て
も
ら
う
と
い
う
形
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。

そ
れ
で
も
不
明
確
な
点
は
私
が
祖
父
に
直
接
電
話
を
か
け
、
解
消
す
る
形
を

取
っ
た
。 

本
稿
が
、
戦
後
八
十
年
、「
少
国
民
」
と
し
て
幼
少
期
を
過
ご
し
た
人
の
貴

重
な
証
言
記
録
と
し
て
、
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

第
一
章 

海
軍
兵
学
校
を
目
指
し
た
幼
少
期
、
敗
戦
ま
で 

堺
弘
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
七
月
二
三
日
、
福
岡
県
朝
倉
郡
甘
木
町

に
父
・
朝
吉
と
母
・
オ
サ
メ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
出
生
時
の
弘
に
は
二

つ
上
の
姉
・
富
美
恵
が
お
り
、
二
年
後
に
は
妹
の
英
子
、
四
年
後
に
弟
の
博
民

が
生
ま
れ
る
。
祖
父
は
四
兄
妹
の
二
番
目
で
あ
っ
た
。 

堺
家
は
、
明
治
期
ま
で
福
岡
県
三
池
郡
四
ケ
村
で
ミ
カ
ン
を
栽
培
す
る
小

地
主
で
あ
っ
た
。
四
ケ
村
は
筑
後
国
と
肥
後
国
の
境
に
位
置
し
、
険
し
い
峠
の

麓
に
あ
る
一
寒
村
で
あ
っ
た
。
物
資
の
運
搬
は
専
ら
人
と
馬
だ
け
で
、
鉄
道
は

な
く
、
四
方
を
山
で
隔
て
ら
れ
て
い
た

７

。
当
時
の
堺
家
に
は
父
母
に
男
子
が

四
人
居
た
。
上
か
ら
梅
太
郎
、
竹
次
郎
、
松
次
郎
、
そ
し
て
一
八
九
八
（
明
治

三
三
）
年
生
ま
れ
の
末
っ
子
が
弘
の
父
・
朝
吉
で
あ
っ
た
。 

朝
吉
が
六
歳
の
頃
、
高
齢
の
父
・
治
平
が
病
死
し
た
。
幸
い
に
も
、
義
務
教

育
の
個
人
負
担
が
廃
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
近
所
の
四
箇
尋
常
小
学
校
に
入

学
で
き
た
。
同
学
年
は
一
四
八
人
。
明
治
二
十
年
ご
ろ
ま
で
問
題
に
な
っ
て
い

た
未
就
学
児
は
明
治
三
〇
年
に
入
る
と
激
減
し
た
が
、
依
然
、
中
途
退
学
が
多

く
、
突
出
し
て
女
子
が
多
か
っ
た
。
在
学
中
に
子
供
を
身
籠
り
、
退
学
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
四
ケ
村
だ
け
で
な
く
、
三
池
郡
全
体
で
み
ら
れ
た
。
解

決
策
と
し
て
三
池
郡
は
各
学
校
に
「
子
守
科
」
を
設
置
し
、
女
子
は
子
守
を
し

な
が
ら
で
も
勉
強
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
朝
吉
の
代
も
初
め
は
一



【B】戦争体験記 

 

四
八
人
居
た
が
、
三
八
人
し
か
卒
業
し
な
か
っ
た
。
前
年
度
の
明
治
三
六
年
入

学
者
を
参
考
に
す
る
と
、
高
等
小
学
校
進
学
者
は
同
学
年
の
二
％
程
度
し
か

い
な
か
っ
た

８

。 

明
治
が
終
わ
る
直
前
の
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
、
一
二
個
上
の
長
男
・

梅
太
郎
が
四
ケ
村
か
ら
ほ
ど
近
い
山
川
村
の
女
性
・
平
野
ム
メ
と
結
婚
し
、
堺

家
は
福
岡
県
三
池
郡
四
ケ
村
か
ら
福
岡
県
山
門
郡
山
川
村
に
移
住
し
た
。
一

九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
朝
吉
は
高
等
小
学
校
を
卒
業
。
し
か
し
、
同
年
に
三

男
の
兄
・
松
次
郎
が
二
〇
歳
で
病
死
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
は
母
・
モ

ノ
も
病
死
し
た
。
い
ず
れ
も
病
院
で
は
な
く
、
山
川
村
の
自
宅
で
息
を
引
き
取

っ
た
。
父
母
を
失
っ
た
朝
吉
は
長
男
・
梅
太
郎
の
養
子
と
な
り
育
て
ら
れ
た
。 

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
、
朝
吉
は
満
二
〇
歳
に
達
し
、
海
軍
に
徴
兵
さ
れ

佐
世
保
海
兵
団
に
入
団
し
た

９

。
上
海
に
到
着
後
、
第
一
遣
外
艦
隊
の
砲
艦
・

鳥
羽
に
乗
り
込
み
、
揚
子
江
で
警
備
と
邦
人
保
護
に
あ
た
っ
て
い
た

１
０

。
前

年
ま
で
第
一
次
世
界
大
戦
と
、
軍
閥
割
拠
の
兆
し
が
見
ら
れ
、
鳥
羽
は
重
慶
や

宣
昌
を
中
心
に
航
路
確
保
や
治
安
維
持
を
行
っ
て
い
た
。
朝
吉
が
入
隊
し
た

際
も
、
同
様
の
任
務
を
行
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
五
・

四
運
動
や
ロ
シ
ア
革
命
を
背
景
と
し
た
労
働
争
議
が
増
加
し
、
そ
の
対
応
に

追
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
野
球
が
日
本
で
定
着
し
始
め
、
海
軍
内

で
も
野
球
チ
ー
ム
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
中
で
朝
吉
は
正
捕
手
で
あ
っ
た
。

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
二
月
一
日
、
四
年
の
徴
兵
を
終
え
る
際
に
二
年

の
延
長
を
申
し
出
て
志
願
兵
に
転
籍
。
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
一
二
月
一

日
、
計
六
年
の
兵
役
を
経
て
予
備
役
と
な
り
、
警
察
官
と
し
て
働
き
始
め
た
。 

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
、
朝
吉
は
兄
妻
の
妹
・
平
野
ハ
ツ
エ
と
結
婚
し

た
。
同
年
に
長
男
が
生
ま
れ
、
正
治
と
名
付
け
た
。
朝
吉
と
そ
の
兄
弟
は
違
っ

た
が
、
父
の
代
ま
で
堺
家
の
通
字
が
「
治
」
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

正
治
は
誕
生
か
ら
一
カ
月
で
夭
折
。
翌
年
に
生
ま
れ
た
娘
・
ア
ツ
子
も
夭
折

し
、
折
り
合
い
が
悪
く
な
っ
て
離
婚
し
た
。
長
男
・
梅
太
郎
も
同
じ
く
子
供
が

夭
折
し
て
し
ま
い
、
彼
は
養
女
を
取
っ
て
い
る
。
当
時
の
乳
児
死
亡
率
は
一

〇
％
前
後
で
、
夭
折
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た

１
１

。 

弘
の
母
・
オ
サ
メ
（
旧
姓
：
今
村
）
は
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
、
熊
本

県
上
益
江
郡
に
農
家
の
五
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
姉
妹
の
一
人
は
満
州
・
佳
木

斯
（
ジ
ャ
ム
ス
：
現
・
中
国
黒
竜
江
省
佳
木
斯
市
）
に
渡
っ
て
い
た
と
い
う
。

朝
吉
と
オ
サ
メ
は
、
二
人
が
炭
鉱
を
出
入
り
し
て
い
た
際
に
知
り
合
い
、
一
九

三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
結
婚
し
た
。 

父
・
朝
吉
は
警
察
官
と
し
て
福
岡
県
朝
倉
郡
の
駐
在
所
を
転
々
と
す
る
形

で
勤
務
し
、
家
族
も
そ
れ
に
伴
っ
て
転
居
を
繰
り
返
し
生
活
し
て
い
た
。 
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【
図
１
】
父
・
朝
吉
の
足
取
り
。
（
福
岡
県
統
計
課
「
福
岡
県
管
内
図
」（
一

九
三
〇
年
）
よ
り
筆
者
作
成
）
①
福
岡
県
三
池
郡
四
ヶ
村
②
福
岡
県
山
門
郡

山
川
村
③
福
岡
県
朝
倉
郡
甘
木
町
。
⓶
か
ら
③
の
間
に
徴
兵
で
六
年
間
海
軍

に
勤
務
し
た
。

 

  

【
写
真
１
】
一
九
三
三
年
甘
木
署
比
良
松
で
撮
影
。
父
・
朝
吉
と
母
・
オ
サ

メ
。
下
の
子
供
は
弘
の
姉
・
富
美
恵
。 

 

弘
が
小
さ
い
こ
ろ
、
母
の
オ
サ
メ
は
体
が
弱
か
っ
た
た
め
義
兄
・
梅
太
郎
の

影
響
で
奈
良
・
東
大
寺
に
養
生
で
何
度
か
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
家
族
で
年
に

一
度
か
二
度
、
バ
ス
で
繁
華
街
・
天
神
ま
で
遊
び
に
行
く
こ
と
が
あ
り
、
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
を
備
え
た
百
貨
店
・
松
屋
の
屋
上
遊
園
地
で
遊
ん
で
い
た
。 

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
、
弘
は
三
奈
木
（
み
な
ぎ
）
尋
常
小
学
校
に
入

校
し
、
毎
日
欠
か
さ
ず
通
っ
た
。
休
日
に
は
歩
い
て
す
ぐ
の
所
に
あ
っ
た
筑

後
川
を
対
岸
か
ら
対
岸
ま
で
泳
い
で
い
た
と
い
う
。
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一

五
）
年
、
二
年
生
に
上
が
る
と
父
・
朝
吉
の
駐
在
所
が
変
わ
り
、
朝
倉
尋
常

小
学
校
に
転
校
。
小
学
校
だ
っ
た
か
ら
か
、
軍
事
教
練
を
や
っ
た
記
憶
は
な
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い
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
歳
か
ら
水
泳
を
始
め
た
。
学
校
に
プ
ー
ル
が
で
き

た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
プ
ー
ル
は
福
岡
県
で
初
め
て
の
プ
ー
ル
で
あ
り
、
朝

倉
村
長
の
後
藤
均
が
水
泳
の
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
後
に
、「
水
泳
の

朝
倉
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
水
泳
が
郷
土
の
ス
ポ
ー
ツ
に
な
っ
て
い
た

１
２

。 

一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
年
、
国
民
学
校
令
に
よ
り
「
尋
常
小
学
校
」
が

「
国
民
学
校
」
に
変
わ
っ
た
。
国
民
学
校
令
の
趣
旨
は
「
国
民
学
校
ハ
皇
国

ノ
道
ニ
則
リ
テ
初
等
普
通
教
育
ヲ
施
シ
国
民
ノ
基
礎
的
錬
成
ヲ
為
目
的
ト

ス
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
一
九
年
以
来
の
「
小
学
校
令
」
に
記
さ
れ
た

「
小
学
校
ハ
児
童
身
体
ノ
発
達
ニ
留
意
シ
テ
道
徳
及
国
民
教
育
ノ
基
礎
並
其

ノ
生
活
ニ
必
須
ナ
ル
普
通
ノ
知
識
技
能
ヲ
授
ク
ル
ヲ
以
テ
本
旨
ト
ス
」
と
比

べ
る
と
、
学
校
教
育
に
お
け
る
愛
国
心
の
教
化
と
国
民
錬
成
の
側
面
が
強
調

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
従
来
の
小
学
校
令
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
皇
国
ノ

道
」
と
い
う
語
が
国
民
学
校
令
の
中
で
登
場
す
る
。
こ
の
「
皇
国
ノ
道
」
と

は
「
教
育
勅
語
」
に
お
け
る
「
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ベ
シ
」、
す
な

わ
ち
「
天
皇
の
た
め
に
身
を
尽
く
す
べ
き
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
義
務
教
育
の
年
限
も
六
年
か
ら
八
年
に
延
長
さ
れ
、
子
ど
も
は
従
来
の

「
児
童
」
「
学
童
」
で
は
な
く
天
皇
の
た
め
に
銃
後
を
守
る
「
少
国
民
」
と

し
て
期
待
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
弘
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
変
わ
っ
た
覚
え
は
な
い
と
い
う
。
し
か

し
、
休
憩
時
間
や
放
課
後
に
は
戦
争
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

父
の
関
係
で
杷
木
（
は
き
）
に
あ
る
久
喜
宮
（
く
ぐ
み
や
）
国
民
学
校
に
転

校
し
、
移
動
の
多
い
幼
少
期
を
送
っ
た
。 

小
学
五
年
生
に
な
っ
た
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
、
父
の
転
勤
に
伴
い
、

大
福
国
民
小
学
校
に
転
校
。
弘
の
学
校
で
も
毎
日
「
若
鷲
の
歌
」
を
歌
わ
さ
れ

て
い
た
。「
若
鷲
の
歌
」
と
は
同
年
上
映
さ
れ
た
「
決
戦
の
大
空
へ
」
の
主
題

歌
で
あ
る
。
こ
の
映
画
は
予
科
練
に
憧
れ
た
少
年
の
成
長
を
描
き
、
公
開
さ
れ

る
と
た
ち
ま
ち
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。 

こ
の
時
期
か
ら
弘
は
海
軍
兵
学
校
に
入
る
こ
と
を
考
え
出
す
。
父
・
朝
吉
の

強
い
勧
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
視
力
が
良
く
な
い
と
合
格
で
き
な
い
た
め
、
弘

は
夜
に
星
を
眺
め
て
い
た
。
元
々
目
が
悪
か
っ
た
の
で
、
星
を
見
て
目
を
良
く

し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
に
は
陸
軍
士
官
学
校
を
目
指
す
友
達
が
い

た
。
弘
は
父
か
ら
の
「
海
軍
兵
学
校
に
入
れ
」
の
言
葉
か
ら
、
そ
の
友
達
と
一

緒
に
勉
強
を
し
て
い
た
。
戦
争
一
色
で
、
親
も
子
も
一
直
線
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
熱
量
と
は
裏
腹
に
日
本
の
戦
局
は
厳
し
く
な
っ
て
い
く
。
一
〇
月
に

は
一
一
個
下
の
妹
、
エ
ミ
子
が
生
ま
れ
た
が
、
す
ぐ
に
息
を
引
き
取
っ
て
し
ま

っ
た
。 

家
に
は
ラ
ジ
オ
が
あ
り
、
昭
和
一
九
年
以
降
、
ほ
ぼ
毎
日
「
敵
機
来
襲
」
の

放
送
が
流
れ
て
い
た
。
ま
た
、
金
属
供
出
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

「
金
属
供
出
は
あ
っ
た
と
思
う
が
、
子
供
だ
っ
た
か
ら
あ
ま
り
覚
え
て
い
な

い
。
で
も
、
親
戚
が
出
征
す
る
と
い
う
の
で
熊
本
ま
で
見
送
り
に
行
っ
た
。
田

舎
だ
っ
た
の
で
食
事
に
困
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
父
の
仕
事
柄
貰
い
物
が

多
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
こ
の
熊
本
へ
の
見
送
り
は
母
と
夜
行
列
車
で
向
か

っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
か
っ
た
の
で
夜
中
に
到
着
し
、
そ
の
あ
と
母
方
の
従

兄
弟
を
連
隊
の
正
門
で
見
送
っ
た
。 

ま
た
、
六
年
生
の
頃
、
学
校
で
航
空
機
乗
員
養
成
所
の
募
集
が
あ
っ
た
。
こ

の
航
空
機
乗
員
養
成
所
と
は
、
逓
信
省
が
管
轄
し
、
民
間
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養
成
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が
目
的
で
作
ら
れ
た
学
校
で
あ
っ
た
。
卒
業
後
は
陸
海
軍
の
予
備
士
官
に
な

る
こ
と
が
で
き
た
。
募
集
に
来
た
の
は
八
女
に
あ
っ
た
筑
後
地
方
航
空
機
乗

員
養
成
所
の
者
で
あ
っ
た
。 

学
校
で
は
、
そ
の
人
が
や
っ
て
き
て
、
大
き
い
木
で
出
来
た
模
型
に
乗
っ
て

失
神
す
る
と
か
し
な
い
と
か
の
訓
練
を
や
っ
た
。
し
か
し
、
海
軍
兵
学
校
の
憧

れ
か
ら
航
空
機
乗
員
養
成
所
に
入
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
父
・
朝
吉
も
「
飛
行

学
生
で
も
予
科
練
で
も
な
く
、
海
軍
兵
学
校
に
入
り
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い

た
。 

【
図
２
】
弘
が
通
っ
た
小
学
校
・
国
民
学
校
の
推
移
。
①
三
奈
木
尋
常
小
学
校

②
朝
倉
尋
常
小
学
校
③
久
喜
宮
国
民
学
校
④
大
福
国
民
学
校
（
福
岡
県
統
計

課
「
福
岡
県
管
内
図
」（
一
九
四
三
年
）
よ
り
筆
者
作
成
。
一
九
四
四
年
の
デ

ー
タ
は
存
在
し
な
か
っ
た
）。 

 

【
写
真
２
】
当
時
の
家
族
写
真
。
右
か
ら
父
・
朝
吉
で
、
下
が
弟
の
博
民
。
中

央
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
て
い
る
の
が
姉
・
富
美
恵
で
、
椅
子
に
腕
を
か
け
て
い

る
の
が
弘
。
中
央
上
と
左
上
の
人
物
は
不
明
。 
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弘
が
中
学
校
に
上
が
る
直
前
の
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
三
月
二
七
日
、

こ
の
日
は
終
業
式
で
あ
っ
た
。
大
分
県
・
国
東
半
島
か
ら
侵
入
し
た
Ｂ-

二
九

爆
撃
機
一
五
〇
機
が
九
州
北
部
に
来
襲
し
、
そ
の
一
部
が
陸
軍
大
刀
洗
飛
行

場
攻
撃
の
た
め
編
隊
か
ら
分
岐
し
た
。
陸
軍
大
刀
洗
飛
行
場
は
「
東
洋
一
の
航

空
基
地
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
飛
行
場
か
ら
多
く
の
特
攻
隊
員
が
出
撃
し
て
い

た
。
弘
が
居
た
朝
倉
か
ら
は
西
に
五
㎞
ほ
ど
の
場
所
に
あ
っ
た
。
午
前
一
〇
時

か
ら
鳴
り
始
め
た
警
戒
警
報
は
、
す
ぐ
に
空
襲
警
報
に
変
わ
り
、
鳴
り
始
め
た

頃
に
は
Ｂ-

二
九
が
真
上
に
居
た
。
空
襲
が
始
ま
っ
た
時
「
ド
カ
ド
カ
」
と
地

面
が
揺
れ
た
。
こ
の
空
襲
で
飛
行
場
は
全
滅
し
、
立
石
国
民
学
校
の
生
徒
も
爆

撃
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
こ
の
立
石
国
民
学
校
も
卒
業
式
中
だ
っ
た
が
、
生
徒
が

走
っ
て
近
く
の
森
に
逃
げ
込
ん
だ
。
し
か
し
、
爆
弾
が
そ
の
逃
げ
込
ん
だ
森
に

落
ち
、
三
一
人
全
員
が
亡
く
な
っ
た

１
３

。
ま
た
、
四
日
後
に
も
空
襲
が
あ
り
、

二
度
の
空
襲
で
六
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
名
が
死
亡
し
た
。 

一
九
四
五
年
四
月
、
弘
は
朝
倉
中
学
校
に
入
学
し
た
。
入
っ
て
か
ら
大
刀
洗

空
襲
の
援
護
整
理
で
動
員
さ
れ
、
丈
夫
な
机
な
ど
を
運
び
出
し
て
い
た
。
ま

た
、「
大
刀
洗
」
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
菊
池
武
光
の
銅
像
の
近
く
で
も
作

業
を
し
て
い
た
。
飛
行
場
は
壊
滅
状
態
で
、
爆
撃
機
も
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と

い
う
。
双
発
機
が
ぽ
つ
ん
と
一
機
残
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。 

【
写
真
３
】
大
分
・
国
東
半
島
か
ら
侵
入
し
、
陸
軍
大
刀
洗
飛
行
場
に
来
襲
す

る
Ｂ-

二
九
（
大
刀
洗
平
和
祈
念
館
所
蔵
） 
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【
写
真
４
】
爆
撃
を
受
け
る
陸
軍
大
刀
洗
飛
行
場
。（
大
刀
洗
平
和
祈
念
館
所

蔵
） 

 

敗
戦
も
色
濃
く
な
り
、
六
月
一
九
日
に
福
岡
大
空
襲
、
七
月
一
七
日
に
は
大

牟
田
市
、
八
月
一
一
日
に
は
久
留
米
市
も
空
襲
を
受
け
、
福
岡
県
の
主
要
都
市

は
ほ
ぼ
全
て
空
襲
に
晒
さ
れ
た
。
久
留
米
大
空
襲
は
朝
倉
か
ら
で
も
赤
い
光

が
見
え
た
と
い
う
。
本
来
で
あ
れ
ば
久
留
米
大
空
襲
の
前
、
八
月
九
日
、
二
発

目
の
原
子
爆
弾
が
小
倉
に
投
下
さ
れ
て
い
た
。 

八
月
一
五
日
、
い
よ
い
よ
敗
戦
を
迎
え
る
。
玉
音
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ

た
り
、
戦
後
に
脚
色
さ
れ
た
り
し
た
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
る
が

１
４

、
弘
は
父
が

駐
在
し
て
い
た
警
察
署
で
玉
音
放
送
を
聞
き
、
敗
戦
を
知
っ
た
。「
な
ぜ
八
月

一
五
日
に
学
校
が
休
み
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
が
、
聞
い
た
際
に
将
来
に

対
す
る
不
安
を
感
じ
た 

。
家
族
も
そ
ん
な
経
験
は
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
呆
然
と
し
て
い
た
」 

第
二
章 

逆
コ
ー
ス
に
翻
弄
さ
れ
た
青
年
期 

戦
後
、
福
岡
市
ま
で
出
る
と
、
旧
博
多
駅
だ
け
を
残
し
て
ま
っ
さ
ら
に
な
っ

て
い
た
。
同
時
期
、
博
多
港
は
引
揚
港
の
ひ
と
つ
に
指
定
さ
れ
、
約
一
年
五
ヶ

月
に
わ
た
り
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
な
ど
か
ら
約
一
三
九
万
人
の
日
本
人
引
き

揚
げ
者
を
迎
え
入
れ
、
ま
た
同
時
に
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
の
人
々
な
ど
約
五
〇

万
人
を
祖
国
に
送
り
出
し
て
い
た

１
５

。
当
時
を
「
戦
争
中
の
疎
開
よ
り
も
引

揚
で
帰
っ
て
き
た
人
の
方
が
多
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。 

戦
争
が
終
わ
り
、
海
軍
兵
学
校
ど
こ
ろ
か
海
軍
も
無
く
な
っ
た
の
で
弘
の

勉
強
の
や
る
気
は
無
く
な
り
、
無
力
感
に
苛
ま
れ
て
い
た
。
煙
草
も
吸
う
よ
う

に
な
っ
た
。
部
活
の
水
泳
は
続
け
て
い
た
。 

ま
た
、
父
の
警
察
も
動
き
が
あ
っ
た
。
一
九
四
六
年
か
ら
軍
国
主
義
的
だ
と

し
、
詰
襟
と
、
明
治
以
来
続
い
た
サ
ー
ベ
ル
が
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
四

七
（
昭
和
二
二
）
年
、
今
ま
で
内
務
省
が
管
轄
し
て
い
た
警
察
が
、
民
主
化
の

過
程
で
自
治
体
警
察
へ
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
人
口
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
自

治
体
が
警
察
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
朝
倉
郡
全
域
で
も
地
方
警
察
が
発
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足
し
た
。
威
厳
の
あ
る
警
察
官
か
ら
、「
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
く

れ
る
お
巡
り
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
国

家
警
察
と
地
方
警
察
の
二
本
立
て
は
犯
罪
者
の
捜
査
や
検
挙
の
過
程
で
両
者

の
連
絡
が
事
務
上
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
り
、
財
政
的
に
も
自
治
体
の
予

算
に
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
際
、
甘
木
町
（
朝
倉
郡
）

の
年
予
算
二
八
％
を
圧
迫
し
て
い
た

１
６

。 

ま
た
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
多
く
の
引
揚
者
や
抑
留
者
が
帰
国
を
果
た
し
、

農
村
部
の
人
口
が
増
え
た
。
一
方
で
都
市
部
の
人
口
比
率
は
一
九
三
五
年
の

水
準
に
ま
で
減
少
し
た
。
全
人
口
に
占
め
る
市
部
人
口
の
比
率
は
一
九
三
〇

年
に
二
四
％
、
一
九
三
五
年
に
三
三
％
、
一
九
四
〇
年
に
三
八
％
と
急
上
昇
し

た
の
ち
、
一
九
四
七
年
に
は
再
び
三
三
％
に
低
下
し
た
。
こ
の
農
村
部
に
お
け

る
過
剰
労
働
人
口
と
、
こ
の
時
期
に
生
ま
れ
た
団
塊
世
代
は
一
九
五
〇
年
代

に
都
市
部
に
流
出
し
、
高
度
経
済
成
長
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
く

１
７

。 

こ
の
時
期
に
は
浮
浪
児
が
社
会
問
題
化
し
た
。
一
九
四
七
年
時
点
で
全
国

に
約
七
〇
〇
〇
人
も
い
た
。
こ
の
浮
浪
児
に
は
戦
争
で
親
を
亡
く
し
た
者
が

多
か
っ
た
が
、
中
に
は
家
出
児
童
も
い
た
。
背
景
に
は
戦
争
で
兵
士
と
し
て
ト

ラ
ウ
マ
を
負
っ
た
父
親
た
ち
に
よ
る
家
庭
内
暴
力
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る

１
８

。 

一
方
、
公
務
員
の
父
を
持
つ
弘
は
比
較
的
安
定
し
た
暮
ら
し
を
送
り
、
同
年

に
は
近
く
の
浮
羽
高
校
に
進
学
し
、
水
泳
部
に
所
属
し
た
。
学
校
教
育
法
が
施

行
さ
れ
、
分
岐
型
の
教
育
シ
ス
テ
ム
か
ら
単
線
的
な
教
育
制
度
の
運
用
が
始

ま
っ
た
。
所
属
し
て
い
た
水
泳
部
に
後
藤
暢
（
下
の
読
み
方
は
「
と
お
る
」
。

先
述
の
村
長
・
後
藤
均
の
息
子
で
あ
り
、
後
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

泳
男
子
四
位
入
賞
）
が
お
り
、
彼
を
明
治
大
学
が
目
を
つ
け
て
い
た
。
大
学
は

彼
を
引
き
抜
く
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
上
の
代
を
引
き
抜
い
て
お
き
、
後
藤
が
卒

業
し
た
際
に
引
き
抜
く
予
定
で
あ
っ
た
。（
し
か
し
、
後
藤
選
手
は
日
本
大
学

に
進
学
）
ま
た
、
高
校
時
代
に
学
校
・
人
生
の
先
輩
、
松
岡
健
次
郎
と
出
会
い
、

後
に
祖
父
が
自
営
業
で
独
立
し
た
際
手
助
け
を
し
て
く
れ
た
。 

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
、
弘
は
明
治
大
学
に
推
薦
で
入
学
し
、
学
部
学

科
は
法
学
部
法
律
学
科
。
運
動
部
は
水
泳
部
に
引
き
続
き
所
属
し
た
。
当
時
の

大
学
進
学
率
は
総
数
七.

九%

、
男
性
が
一
三
．
一%

、
女
性
が
二.

四
％
で
あ

っ
た

１
９

。（
一
九
五
〇
年
の
統
計
が
な
か
っ
た
た
め
一
九
五
五
年
の
統
計
を
参

照
）。
東
京
ま
で
は
九
州
の
大
動
脈
だ
っ
た
国
鉄
鳥
栖
（
と
す
）
駅
か
ら
夜
行

列
車
に
乗
り
、
二
四
時
間
か
け
て
上
京
し
た
。
上
京
す
る
際
に
は
合
わ
せ
て
食

券
を
持
っ
て
行
っ
た
。
お
金
が
あ
っ
て
も
食
券
が
な
い
と
食
べ
物
に
困
っ
た

た
め
だ
。
米
も
併
せ
て
持
参
し
た
と
い
う
。
下
宿
先
は
大
学
寮
が
あ
っ
た
世
田

谷
区
二
子
玉
川
で
、
大
学
ま
で
は
玉
川
電
車
を
利
用
し
て
い
た
。
朝
倉
か
ら
東

京
に
出
て
き
た
際
は
そ
の
都
会
ぶ
り
に
驚
き
、
ラ
ー
メ
ン
や
餃
子
、
オ
ム
ラ
イ

ス
を
人
生
で
初
め
て
食
べ
た
。
ま
た
、
街
に
は
傷
痍
軍
人
の
姿
も
あ
っ
た
。

「
傷
衣
姿
を
見
る
こ
と
は
多
か
っ
た
。
昭
和
二
五
年
ご
ろ
ま
で
見
か
け
た
」
と

い
う
。
同
年
六
月
二
五
日
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
、
翌
年
、
警
察
予
備
隊
が
発

足
し
た
。 
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【
写
真
５
】
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
の
明
治
大
学
・
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
。

（
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵
資
料
） 

 

大
学
二
年
生
に
上
が
る
と
、
食
べ
物
に
困
る
こ
と
が
減
っ
た
と
い
う
。
実

際
、
米
国
か
ら
の
ガ
リ
オ
ア
物
資
、
ラ
ラ
物
資
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
輸
入
食

料
や
、
一
九
四
八
年
の
コ
メ
の
豊
作
に
よ
っ
て
食
糧
不
足
は
次
第
に
改
善
し

て
い
っ
た
。
ま
た
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
食
生
活
の
洋
風
化
も
本
格
的
に

進
ん
だ
。
日
本
で
食
生
活
の
洋
風
化
が
加
速
し
た
背
景
に
は
、
経
済
成
長
に
よ

る
所
得
増
加
に
加
え
、
米
国
の
余
剰
農
産
物
（
小
麦
）
の
受
け
入
れ
、
国
の
栄

養
教
育
の
存
在
が
あ
っ
た

２
０

。 

大
学
で
は
学
生
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
学
生
運
動
に
対
し
て
、「
ス

ポ
ー
ツ
主
体
の
生
活
で
、
ノ
ン
ポ
リ
で
も
あ
っ
た
し
、
関
わ
る
機
会
は
な
か
っ

た
」
と
い
う
。 

こ
の
時
期
の
明
治
大
学
の
学
生
運
動
は
何
を
目
的
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
一
〇
月
二
六
、
二
七
日
に
明
治
大
学
で
行
わ

れ
た
全
国
主
要
自
治
会
代
表
者
会
議
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
会
議
で
は
自
治
・

民
主
化
の
強
化
が
共
通
目
的
と
し
て
語
ら
れ
た
の
ち
、
全
国
学
生
を
代
表
し

て
以
下
の
七
つ
を
要
求
し
た
。
㊀
文
教
予
算
の
増
額
㊁
学
生
生
活
の
向
上
㊂

学
問
の
自
由
。
具
体
的
に
は
自
治
へ
の
介
入
反
対
や
、
中
に
は
朝
鮮
人
学
生
の

強
制
送
還
反
対
、
戦
犯
教
授
の
復
職
反
対
も
あ
る
。
㊃C

IE
  

（
民
間
情
報
教

育
局
の
こ
と
。
一
九
四
五
年
に
日
本
と
朝
鮮
に
広
報
や
教
育
、
宗
教
に
関
す
る

政
策
に
つ
い
て
、
最
高
司
令
官
に
助
言
す
る
た
め
に
米
太
平
洋
陸
軍
総
司
令

部
の
専
門
部
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

２
１

）
反
対
㊄
再
軍
備
反
対
・
徴
兵
拒

否
㊅
単
独
講
和
破
棄
・
全
面
講
和
㊆
五
大
国
の
平
和
条
約
締
結
で
あ
る

２
２

。 

弘
が
大
学
に
通
う
な
か
、
父
・
朝
吉
は
交
通
事
故
に
遭
い
左
耳
を
失
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
当
時
は
飲
酒
運
転
な
ど
当
た
り
前
で
、
朝
吉
も
勤
務
中
、
一
升

瓶
を
抱
え
な
が
ら
警
察
の
サ
イ
ド
カ
ー
に
乗
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
バ
イ
ク
が

事
故
に
遭
い
激
し
く
転
倒
、
一
升
瓶
も
巻
き
込
ん
で
か
左
耳
を
失
っ
た
。
そ
の

後
、
耳
を
覆
う
布
を
つ
け
て
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
期
に
歳
で
警
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察
官
を
退
職
し
、
そ
の
退
職
金
で
福
岡
県
大
牟
田
市
の
一
等
地
に
住
む
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
家
は
訳
あ
り
で
、
兄
・
梅
太
郎
の
婿
養
子
・
開
造

（
か
ん
ぞ
う
）
が
金
融
業
で
取
り
上
げ
た
家
を
叔
父
の
朝
吉
に
売
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
そ
の
家
に
は
開
造
と
そ
の
息
子
・
隆
幸
が
住
ん
で
お
り
、
奇
妙
な
同

居
生
活
を
し
て
い
た
そ
う
だ
。
そ
こ
で
祖
父
の
妹
・
英
子
は
美
容
室
を
し
て
い

た
が
、
程
な
く
そ
の
家
も
売
り
、
晩
年
ま
で
下
関
の
対
岸
に
あ
る
門
司
（
も
じ
）

に
居
を
構
え
た
。
警
察
官
の
同
窓
会
的
な
も
の
で
あ
る
警
友
会
と
も
関
わ
り

が
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

弘
が
大
学
を
卒
業
す
る
こ
ろ
、
父
の
勧
め
で
警
察
官
を
目
指
し
て
い
た
。
警

察
予
備
隊
か
ら
発
展
し
た
保
安
隊
、
の
ち
の
自
衛
隊
に
入
る
ほ
ど
の
気
力
は

無
か
っ
た
と
い
う
。
警
察
を
目
指
し
た
の
は
こ
の
時
期
の
就
職
難
と
、
父
自
身

も
警
察
官
だ
っ
た
め
で
あ
る
。
学
科
試
験
は
難
し
く
な
か
っ
た
が
、
別
に
あ
っ

た
知
能
テ
ス
ト
が
難
し
か
っ
た
と
い
う
。
志
望
動
機
も
厳
し
く
質
問
さ
れ
、
専

ら
思
想
的
な
面
が
み
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
そ
う
だ
。
合
宿
も
あ
っ
て
、「
お

前
、
悪
い
こ
と
し
た
の
か
」
と
何
度
も
言
わ
れ
当
惑
し
た
と
い
う
。 

そ
の
後
、
試
験
に
通
過
し
、
制
服
が
届
い
た
。
し
か
し
、
後
日
不
合
格
を
言

い
渡
さ
れ
た
。
そ
れ
は
母
方
の
従
兄
弟
が
福
岡
大
学
で
全
学
連
の
委
員
を
や

っ
て
い
た
た
め
で
、
身
内
に
共
産
主
義
者
が
い
る
と
い
け
な
い
と
い
う
理
由

だ
っ
た
。
建
前
上
、
身
体
検
査
で
不
合
格
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
自
分
以
上
に

父
・
朝
吉
の
落
胆
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。
逆
コ
ー
ス
の
真
っ
た
だ
中
で
、
審

査
基
準
は
厳
し
く
な
っ
て
い
た
。 

そ
の
後
、
映
画
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
た
め
新
東
宝
（
七
年
で

倒
産
）、
九
州
東
宝
で
二
年
、
メ
ト
ロ
（
外
資
系
）
に
契
約
社
員
と
し
て
入
る

も
倒
産
。
新
外
映
（
フ
ラ
ン
ス
の
会
社
）
に
一
年
と
転
々
と
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
一
九
五
〇
年
代
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
映
画
界
も
一
九
六
〇
年
代
に
な
る

と
テ
レ
ビ
の
普
及
に
押
さ
れ
、
次
第
に
需
要
減
と
な
り
倒
産
が
相
次
い
だ
。 

同
時
期
、
日
本
全
国
で
安
保
闘
争
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
当
時
の
岸
政
権

が
日
米
安
全
保
障
条
約
を
改
定
し
、
国
会
を
連
日
、
学
生
運
動
の
渦
が
取
り
囲

ん
で
い
た
。
そ
ん
な
中
、
女
性
が
死
亡
し
、
全
国
的
に
有
名
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な

っ
た
。
弘
は
「
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
過
激
運
動
の
末
路
と
思
っ
た
。
ノ
ン
ポ
リ
の

域
を
出
ず
」
と
振
り
返
る
。
選
挙
で
は
保
守
政
党
に
決
ま
っ
て
入
れ
て
い
た
。 

幼
少
期
に
受
け
た
教
育
の
名
残
か
ら
、
日
本
社
会
党
や
共
産
党
に
対
す
る

嫌
悪
感
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

ま
た
、
働
い
て
い
た
映
画
会
社
が
佐
賀
県
鳥
栖
市
に
あ
り
、
私
の
祖
母
で
あ

る
高
島
洋
子
と
出
会
う
。
洋
子
は
こ
の
こ
ろ
、
高
校
を
出
て
鳥
栖
駅
前
の
喫
茶

店
で
働
い
て
い
た
が
、
近
く
に
綺
麗
な
喫
茶
店
が
出
来
た
た
め
、
代
わ
り
に
近

く
の
う
ど
ん
屋
で
働
い
て
い
た
。
こ
の
う
ど
ん
屋
に
出
入
り
し
て
い
た
の
が

祖
父
と
い
う
訳
で
あ
る
。 

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
三
月
一
四
日
、
高
島
洋
子
と
結
婚
し
た
。
六
月

に
は
鳥
栖
で
長
女
・
千
恵
が
生
ま
れ
た
。
新
婚
旅
行
に
は
朝
倉
の
原
鶴
温
泉
と

映
画
館
主
の
招
待
で
大
分
県
・
日
田
に
行
っ
た
。
三
年
後
に
長
男
・
健
（
た
け

し
）、
そ
の
二
年
後
に
久
恵
が
生
ま
れ
た
。
三
人
の
兄
妹
は
夭
折
す
る
こ
と
な

く
順
調
に
成
長
し
た
。
実
際
、
明
治
・
大
正
ま
で
高
か
っ
た
乳
児
死
亡
率
は
上

下
水
道
の
整
備
や
栄
養
状
態
の
改
善
で
昭
和
四
〇
年
代
に
は
激
減
し
た
。 

そ
の
後
も
三
菱
系
の
会
社
に
四
年
、
母
方
の
金
融
業
会
社
に
一
年
勤
め
た
。

転
々
と
し
た
の
は
生
活
の
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
菱
系
の
会
社
の
社
宅
が
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福
岡
城
の
向
か
い
に
位
置
し
、
公
団
住
宅
初
期
の
団
地
・
下
の
橋
住
宅
で
そ
こ

に
四
〇
年
以
上
住
む
こ
と
に
な
る
。 

【
図
３
】
一
九
〇
〇
年
～
二
〇
二
一
年
ま
で
の
乳
児
死
亡
率
の
推
移
。
厚
生
労

働
省
「
人
口
動
態
調
査 

人
口
動
態
統
計 

確
定
数 

乳
児
死
亡
」
よ
り
筆
者
作

成
。 （

横
軸
に
三
年
ご
と
の
年
数
を
記
載
。
一
九
四
四
年
、
四
五
年
は
戦
災
で
デ

ー
タ
が
散
逸
）
。 

 

第
三
章 

高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
、
そ
し
て
現
在 

母
方
の
金
融
会
社
に
勤
め
た
の
ち
、
不
動
産
を
中
心
と
し
た
自
営
業
を
始

め
独
立
し
た
。
事
務
所
も
借
り
、
名
義
は
高
校
・
大
学
の
先
輩
で
あ
る
松
岡
健

次
郎
に
し
た
。
そ
の
折
、
松
岡
氏
が
出
入
り
し
て
い
た
宗
教
法
人
・
光
薫
寺

（
福
岡
市
博
多
区
）
の
住
職
・
小
林
日
進
上
人
が
持
っ
て
い
た
賃
貸
ア
パ
ー
ト

の
管
理
業
務
を
任
さ
れ
た
。 

五
年
経
っ
た
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
、
父
・
朝
吉
が
福
岡
市
の
病
院
で

息
を
引
き
取
っ
た
。
七
五
歳
で
病
死
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
堺
本
家
と
も
縁
が

遠
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
浄
土
宗
か
ら
本
門
佛
立
宗
に
宗
旨
替
え
し
た
。
親
戚

か
ら
の
反
発
が
あ
り
、
梅
太
郎
の
婿
養
子
・
開
造
と
母
方
の
今
村
本
家
か
ら
縁

を
切
ら
れ
た
。 

一
方
、
事
業
の
方
は
比
較
的
順
調
に
進
み
、
母
の
オ
サ
メ
を
韓
国
に
連
れ
て

行
っ
た
。
こ
れ
は
本
門
佛
立
宗
の
檀
家
参
詣
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に

香
港
や
台
湾
に
も
旅
行
に
行
き
「
親
日
家
の
多
い
場
所
に
行
っ
た
」
と
い
う
。

こ
の
時
期
の
香
港
は
中
ソ
対
立
か
ら
ア
メ
リ
カ
と
の
取
引
が
増
え
て
い
た

２
３

。

米
中
接
近
の
時
代
で
あ
っ
た
。 

一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
、
母
の
オ
サ
メ
が
七
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
弘

は
「
旅
行
も
連
れ
て
行
っ
て
一
応
の
親
孝
行
が
で
き
た
と
思
う
」
と
振
り
返

る
。
一
九
七
〇
～
一
九
八
〇
年
代
は
安
定
成
長
を
続
け
、
安
定
し
た
暮
ら
し
で

あ
っ
た
。
弘
は
、
韓
国
や
中
国
に
よ
く
行
っ
て
い
た
。
洋
子
と
一
緒
に
上
海
か

ら
北
京
ま
で
電
車
で
旅
行
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
煙
草
は
五
〇
歳
の
時
に
き

っ
ぱ
り
や
め
た
。
八
〇
年
後
半
に
入
る
と
バ
ブ
ル
景
気
が
や
っ
て
き
た
。
世
間
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で
は
空
前
の
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
だ
っ
た
が
、
弘
は
バ
ブ
ル
崩
壊
に
伴
っ
て
不

動
産
業
で
失
敗
し
、
経
済
的
な
落
ち
込
み
を
経
験
し
た
。
自
分
に
と
っ
て
戦
争

と
同
じ
く
ら
い
の
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
六
〇
歳
の
時
に
は
胃
が
ん

に
な
り
、
大
部
分
を
摘
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
九
死
に
一
生
を
得
た
。 

妻
の
洋
子
は
、
毎
年
筥
崎
宮
（
福
岡
市
東
区
）
で
行
わ
れ
る
放
生
会
に
生
け

花
（
池
坊
）
を
出
し
て
い
た
。
ま
た
光
薫
寺
の
壇
家
旅
行
で
韓
国
（
ソ
ウ
ル
）

や
、
娘
の
千
恵
と
一
緒
に
欧
州
や
カ
ナ
ダ
に
も
出
か
け
た
。
当
時
は
郵
便
局
や

銀
行
な
ど
金
利
が
良
く
、
貯
め
て
い
る
だ
け
で
海
外
旅
行
に
行
け
た
。
抽
選
で

海
外
旅
行
が
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
弘
は
仕
事
だ
っ
た
た
め
洋

子
が
代
わ
り
に
行
っ
て
い
た
。「
行
く
と
知
ら
な
い
人
ば
か
り
。
最
初
は
嫌
だ

な
あ
と
思
っ
て
も
、
帰
る
と
き
は
ま
た
会
お
う
ね
な
ん
て
言
い
あ
っ
て
い
た
」 

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
は
初
孫
・
隼
汰
が
生
ま
れ
、
二
年
後
に
は
弟
の

挙
吾
が
生
ま
れ
た
。 

【
写
真
６
】
あ
り
し
日
の
朝
鮮
総
督
府
。
二
列
目
の
右
が
弘
と
洋
子
。
一
九
九

四
年
八
月
二
〇
日
撮
影
。
こ
の
翌
年
解
体
が
決
ま
る
。 
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自
営
業
も
引
退
し
、
年
金
暮
ら
し
と
な
っ
た
が
、
生
活
は
厳
し
く
な
っ
た
。

弘
に
は
国
民
年
金
し
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
会
社
員
が
該
当
す
る
第
二

号
で
も
な
い
し
、
妻
の
洋
子
も
働
き
に
行
け
る
年
齢
で
は
な
く
、
年
金
と
貯
金

で
生
活
を
凌
い
だ
。 

四
〇
年
以
上
住
ん
だ
下
の
橋
住
宅
も
老
朽
化
で
取
り
壊
し
が
決
ま
っ
た
。

弟
・
博
民
の
奥
さ
ん
が
住
ん
で
い
た
荒
江
団
地
に
一
緒
に
移
る
こ
と
に
な
っ

た
。
内
装
は
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
、
部
屋
の
雰
囲
気
は
明
る
く
な
っ
た
。 

そ
し
て
現
在
、
正
月
に
洋
子
の
実
家
・
高
島
家
で
親
戚
が
集
ま
っ
て
い

る
。
か
つ
て
は
子
供
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
家
も
今
で
は
私
と
妹
の
孫
二
人

と
、
姪
の
子
が
東
京
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
る
だ
け
に
な
っ
た
。
親
戚
で
集
ま
る

と
い
う
風
習
も
今
や
廃
れ
て
い
る
。
弘
は
帰
り
に
「
今
頃
こ
れ
だ
け
集
ま
る

と
こ
ろ
も
珍
し
い
。
助
け
合
い
の
精
神
だ
な
」
と
漏
ら
し
た
。
夕
日
が
車
内

に
差
し
込
ん
で
、
杖
を
持
っ
て
い
る
手
が
い
つ
も
よ
り
繊
細
に
見
え
た
。
家

に
着
く
と
、
私
が
そ
の
日
渡
し
た
軍
艦
・
鳥
羽
の
写
真
を
仏
壇
に
添
え
、
手

を
合
わ
せ
た
。
い
つ
も
よ
り
穏
や
か
な
日
で
あ
っ
た
。 

 

お
わ
り
に 

昭
和
世
代
は
、
そ
ろ
そ
ろ
退
場
の
季
節
に
は
い
っ
た
の
だ
。 

 

こ
の
一
文
は
、
作
家
・
五
木
寛
之
「
昭
和
の
夢
は
夜
開
く
」
の
末
尾
に
記
さ

れ
た
一
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
昭
和
世
代
」
と
は
、
五
木
自
身
が
属
す
る

昭
和
一
桁
世
代
を
指
す
。
実
際
、
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
に
お
け
る
九
〇
歳

以
上
（
昭
和
一
桁
世
代
後
半
）
の
割
合
は
人
口
の
二
％

２
４

で
、
全
員
が
日
本

人
の
平
均
寿
命
を
超
え
、
ま
さ
に
「
退
場
」
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。 

そ
の
世
代
的
な
「
退
場
」
を
実
感
し
た
の
は
、
今
年
も
滞
り
な
く
行
わ
れ
た

「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
戦
後
八
十
年
」
を
扱
う

番
組
や
記
事
で
語
り
手
と
し
て
登
場
し
た
の
は
、
も
は
や
戦
場
に
赴
い
た
兵

士
で
も
、
銃
後
の
守
り
と
し
て
殿
を
任
さ
れ
た
少
国
民
で
も
な
く
、
敗
戦
時
、

六
、
七
歳
で
あ
っ
た
子
供
た
ち
で
あ
っ
た
。
も
し
、
一
〇
年
後
、「
戦
後
九
十

年
」
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
国
民
す
ら
退
場
し
、
更
に
世
代
が
下
っ
て
戦
争

当
時
一
歳
や
二
歳
だ
っ
た
人
が
最
年
長
の
語
り
手
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時

に
語
ら
れ
る
の
は
、
戦
後
に
彼
ら
・
彼
女
ら
が
見
た
戦
争
の
傷
が
語
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
「
戦
後
百
年
」
が
も
し
あ
る
な
ら
ば
、
戦
争
を

あ
ら
ゆ
る
形
で
直
接
体
験
し
た
全
員
が
退
場
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
、
今
、
祖
父
が
鬼
籍
に
入
る
前
に
記
録
を
残
す
こ
と
は
、
何

物
に
も
代
え
が
た
い
貴
重
な
財
産
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

当
初
、
祖
父
よ
り
五
つ
下
の
祖
母
に
つ
い
て
書
く
つ
も
り
だ
っ
た
。
と
い
う

の
も
、
祖
母
の
実
家
・
高
島
家
は
戦
争
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
た
家
で
あ

る
。
親
戚
で
集
ま
れ
ば
「
戦
争
が
な
け
れ
ば
今
頃
悠
々
自
適
な
生
活
を
し
て
い

た
に
違
い
な
い
」「
何
も
し
な
く
て
も
孫
ま
で
養
え
る
お
金
が
あ
っ
た
」
と
み

な
が
口
を
揃
え
る
ほ
ど
、
高
島
家
は
戦
前
ま
で
裕
福
な
家
庭
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
戦
況
が
厳
し
く
な
っ
た
昭
和
一
九
年
、
空
襲
を
避
け
る
た
め
、
駅
前
の
家

を
運
輸
通
信
省
（
国
鉄
の
前
身
）
に
売
り
払
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
売
っ
て
生

ま
れ
た
大
金
が
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
紙
屑
当
然
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
劇
的
な
変
化
に
執
筆
の
意
義
を
見
出
し
、
祖
母
に
聞
き
取
り
を
行
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っ
て
い
た
が
、
敗
戦
時
、
祖
母
は
わ
ず
か
八
歳
。
記
憶
に
限
界
が
あ
っ
た
。 

そ
の
こ
ろ
、
横
か
ら
話
を
聞
い
て
い
た
祖
父
が
ふ
と
口
を
開
き
始
め
、
し
ま

い
に
は
曽
祖
父
が
乗
っ
て
い
た
砲
艦
の
話
ま
で
し
始
め
た
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
「
祖
父
の
方
が
色
々
覚
え
て
い
る
し
、
祖
父
に
聞
い
て
み
た
ほ
う
が
詳
細

な
記
録
が
残
せ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
い
、
聞
き
取
り
の
対
象
を
祖
母
か
ら

祖
父
へ
切
り
替
え
た
。
祖
父
が
海
兵
を
目
指
し
て
い
た
と
い
う
話
は
幼
少
期

か
ら
漠
然
と
聞
い
て
い
た
も
の
の
、
学
校
で
航
空
機
乗
員
の
募
集
が
あ
っ
た

こ
と
や
、
空
襲
の
復
旧
作
業
に
駆
り
出
さ
れ
た
こ
と
、
逆
コ
ー
ス
の
一
環
で
警

察
官
に
な
れ
な
か
っ
た
事
は
今
回
の
聞
き
取
り
を
行
っ
て
分
か
っ
た
事
で
あ

っ
た
。
祖
母
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
で
ま
と
め
た
い
と
思
う
。 

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
文
字
を
残
し
、
世
間
の
動
向
に
敏
感
な
中
間

層
以
上
、
具
体
的
に
は
将
校
や
官
吏
、
政
治
家
の
記
録
が
残
り
や
す
く
、
祖
父

の
よ
う
な
中
間
層
よ
り
も
や
や
下
に
位
置
す
る
人
々
の
記
録
は
残
り
に
く
い
。

ま
た
、
祖
父
は
自
身
を
「
ノ
ン
ポ
リ
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
の
「
政
治
的
無

関
心
」
で
あ
る
こ
と
が
、
当
時
の
社
会
常
識
や
政
治
状
況
と
自
分
を
相
対
化

し
、
考
え
る
契
機
を
奪
っ
て
い
た
と
も
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
祖
父
の
言
葉
を

単
に
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、「
な
ぜ
そ
う
感
じ
、
行
動
し
た
の
か
」
を
整
理
・

検
討
す
る
作
業
が
、
聞
き
取
り
手
で
あ
る
私
に
課
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。 

 

祖
父
へ
の
聞
き
取
り
を
通
し
て
痛
感
し
た
の
は
、
幼
少
期
に
受
け
た
教
育

や
思
想
が
、
想
像
以
上
に
人
格
形
成
に
深
く
根
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
本
人
に
と
っ
て
は
自
明
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
考
え
る
背
景
や
理
由
を
自

覚
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
祖
父
の
場
合
、
軍
国
主
義
教
育
の
影
響
を
否
定
す
る

こ
と
は
、
自
身
の
少
年
期
を
否
定
す
る
こ
と
に
等
し
く
、
乗
り
越
え
が
た
い
心

理
的
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。 

 

ま
た
、
聞
き
取
り
を
進
め
る
な
か
で
、
自
分
の
先
入
観
が
理
解
を
妨
げ
る
瞬

間
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
「
小
学
校
の
頃
は
や
っ
ぱ
り
ご
飯
に
困
っ
た
？
」
と

私
が
尋
ね
た
と
き
、
祖
父
は
「
い
や
、
田
舎
だ
っ
た
し
、
父
が
警
察
官
で
貰
い

物
も
多
か
っ
た
か
ら
、
食
べ
物
に
困
っ
た
こ
と
は
な
い
な
」
と
答
え
た
。
私
は

自
分
の
思
い
込
み
を
恥
じ
た
。
思
い
込
み
の
ま
ま
聞
く
と
、
時
に
は
正
し
い
情

報
さ
え
も
切
り
捨
て
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 ま

た
、
質
問
の
仕
方
に
も
工
夫
が
い
る
。
質
問
を
す
る
際
、
対
象
が
高
齢
で

あ
る
ほ
ど
、
ま
た
質
問
が
漠
然
と
し
て
い
る
ほ
ど
、
答
え
も
抽
象
的
で
あ
い
ま

い
な
回
答
に
な
り
や
す
い
。
ゆ
え
に
、
対
象
者
の
育
っ
た
環
境
や
時
代
背
景
、

地
域
の
歴
史
、
兵
士
で
あ
れ
ば
所
属
し
た
部
隊
史
や
軍
歴
簿
を
事
前
に
取
得

す
る
な
ど
、
聞
き
取
り
以
前
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
多
い
。 

 

最
後
に
、
御
年
九
三
歳
の
祖
父
を
酷
使
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
詫
び
た
い
。

い
く
ら
孫
と
は
言
え
、
思
い
出
す
ま
で
の
苦
労
と
、
喋
り
続
け
る
こ
と
の
体
力

を
考
え
る
と
、
い
く
ら
何
で
も
や
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
聞
き
取
り
も
、
八
〇
年
論
集
も
、
あ
る
意
味
「
独
り
よ
が
り
」
で
あ

っ
た
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
。
し
か
し
、
抑
え
ら
れ
な
い
知
的
好
奇
心
と
、

「
何
が
何
で
も
記
録
に
残
す
」
と
い
う
私
の
か
つ
て
の
後
悔
の
念
で
あ
る
こ

と
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
独
り
よ
が
り
が
、

ど
う
社
会
的
に
意
義
が
あ
る
の
か
常
に
問
い
な
が
ら
執
筆
し
た
つ
も
り
で
あ

る
。
そ
の
中
で
能
力
不
足
を
何
度
も
痛
感
し
た
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
生

活
に
お
い
て
そ
れ
が
バ
ネ
に
な
る
こ
と
を
祈
り
、
結
び
と
し
た
い
。 
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」
『
教
育
基
礎
学
研
究
第
９
号
』、
２
０

１
１
年
、
１
７―

３
３
頁
。 

富
樫 

耕
介
「
『
記
憶
』
を
『
記
録
』
す
る
：
あ
る
シ
ベ
リ
ア
抑
留
経
験
者
の

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
１
）─

出
生
か
ら
徴
兵
ま
で─

」『
東
海
大
学

教
養
学
部
紀
要
』
２
０
１
９
年
、
２
６
９―

２
８
５
頁
。 

富
樫
耕
介
「『
記
憶
』
を
『
記
録
』
す
る
：
あ
る
シ
ベ
リ
ア
抑
留
経
験
者
の 

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
２
）─

満
洲
に
お
け
る
兵
役―

」『
東
海
大
学

教
養
学
部
紀
要
』
二
〇
二
〇
年
、
２
１
３―

２
３
１
頁 

富
樫
耕
介
「『
記
憶
』
を
『
記
録
』
す
る
：
あ
る
シ
ベ
リ
ア
抑
留
経
験
者
の

オ
ー
ラ
ル
・ 

ヒ
ス
ト
リ
ー(

３)

ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
と
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
お
け

る
抑
留
」
『
同
志
社
政
策
科
学
研
究
』
第
二
二
巻
第
二
号
、
２
０
２
１
年
、

１
４
３―

１
５
７
頁
。 

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
「
戦
後
日
本
の
栄
養
状
態
改
善
の
経
験
と
そ

の
教
訓 

県
レ
ベ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る
定
量
分
析
」、

h
ttp

s://w
w

w
.jica.g

o
.jp

/R
eso

u
rce/activities/issu

es/n
u

tritio
n

/k
u

5
7

p

q
0

0
0

0
2

m
ycrq

-att/rep
o

rt_2
1

0
3

.p
d

f

、
２
０
２
５
年
１
１
月
１
４
日
最
終

閲
覧
。 

福
井
英
雄
「
逆
コ
ー
ス
と
戦
後
体
制
の
形
成
」『
年
報
政
治
学
』

２
５

四
二

巻
、
１
９
９
１
年
、

h
ttp

s://d
o

i.o
rg

/1
0

.7
2

1
8

/n
en

p
o

u
seijig

aku
1

9
5

3
.4

2
.0

_2
1

1

、
２
０
２

５
年
１
１
月
１
４
日
最
終
閲
覧
。 

福
岡
県
警
察
史
編
さ
ん
委
員
会
「
福
岡
県
警
察
史 

明
治
大
正
編
」
福
岡
県

警
察
本
部
、
１
９
７
８
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

h
ttp

s://d
l.n

d
l.g

o
.jp

/p
id

/9
7

7
0

2
2

8

、
２
０
２
５
年
１
１
月
１
６
日
最
終 

閲
覧
。 

福
岡
県
警
察
史
編
さ
ん
委
員
会
「
福
岡
県
警
察
史 

昭
和
前
編
」
福
岡
県
警

察
本
部
、
１
９
８
０
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

h
ttp

s://d
l.n

d
l.g

o
.jp

/p
id

/9
7

7
3

3
9

8
 

２
０
２
５
年
１
１
月
１
６
日
最
終

閲
覧
。 

        

https://www.ritsumei.ac.jp/ps/assoc/policy_science/common/file/rpspp/discussion_paper004.pdf
https://www.ritsumei.ac.jp/ps/assoc/policy_science/common/file/rpspp/discussion_paper004.pdf
https://www.jica.go.jp/Resource/activities/issues/nutrition/ku57pq00002mycrq-att/report_2103.pdf
https://www.jica.go.jp/Resource/activities/issues/nutrition/ku57pq00002mycrq-att/report_2103.pdf
https://doi.org/10.7218/nenpouseijigaku1953.42.0_211
https://dl.ndl.go.jp/pid/9770228
https://dl.ndl.go.jp/pid/9773398


【B】戦争体験記 

 

  

 

１ 

２
０
２
５
年
現
在
、
軍
人
恩
給
を
受
給
し
て
い
る
の
は
全
国
で
７
９
２

人
、
佐
官
以
上
は
１
人
。 

２ 

就
職
活
動
が
差
し
迫
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
本
学
部
の
富
樫
耕
介
先
生

が
行
っ
た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
手
法
を
参
考
に
し
た
。
そ
の
富
樫
先

生
が
参
照
さ
れ
た
小
熊
英
二
『
生
き
て
帰
っ
て
き
た
男―

あ
る
日
本
兵
の
戦

争
と
戦
後
』
に
も
目
を
通
し
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
取
り
上
げ
る
範

囲
を
戦
時
下
の
一
時
点
で
は
な
く
、
人
生
か
ら
戦
争
体
験
を
位
置
付
け
る
試

み
を
採
用
し
た
。 

３ 

総
務
省
「
一
般
戦
災
死
没
者
の
追
悼
小
学
生
で
は
な
く
『
少
国
民
」」

h
ttp

s://w
w

w
.so

u
m

u
.g

o
.jp

/m
ain

_
so

sik
i/d

aijin
k
an

b
o

u
/sen

sai/k
id

s/

0
4

_0
3

.h
tm

l 

２
０
２
５
年
１
１
月
１
４
日
最
終
閲
覧
。 

４ 

金
子
ち
ひ
ろ
「
焼
跡
闇
市
の
記
憶
と
妄
想
の
軌
跡 ―

「
破
滅
芸
人
」
野

坂
昭
如
に
み
る
日
本
の
「
戦
後
」―

」
小
熊
英
二
研
究
会
、
２
０
０
５
年
。

h
ttp

s://o
g

u
m

a.sfc.k
eio

.ac.jp
/so

tsu
ro

n
/2

0
0

5
/2

0
0

5
k
an

ek
o

.p
d

f 

２

０
２
５
年
１
０
月
４
日
最
終
閲
覧
。 

５ 

「
戦
後
の
価
値
観
に
一
応
の
適
応
を
見
せ
た
点
で
は
普
遍
的
と
も
い
え

る
」
と
記
載
し
た
が
、
祖
父
が
か
つ
て
の
自
分
を
「
軍
国
少
年
だ
っ
た
」
や

「
あ
の
時
は
み
ん
な
そ
う
だ
っ
た
」
な
ど
と
相
対
化
し
、
平
和
主
義
に
対
す

る
一
定
の
理
解
が
聞
き
取
り
の
中
で
見
ら
れ
た
た
め
そ
の
よ
う
に
記
載
し
て

い
る
。 

 

６ 

小
熊
英
二
『
生
き
て
帰
っ
て
き
た
男―

あ
る
日
本
兵
の
戦
争
と
戦
後
』
岩

波
書
店
、
２
０
１
５
年
、
３
８
４―

３
８
７
頁
。 

７ 

境
正
善
『
か
み
う
ち
村 

郷
土
史 

歴
史
・
写
真
・
昔
ば
な
し
』
１
９
８
４

年
、
１
４
６
頁
。 

８ 

新
藤
東
洋
男
『
上
内
地
方
の
近
現
代
史 ―

一
地
域
の
近
現
代
史
研
究
の

試
み
ー
』
大
牟
田
の
教
育
・
文
化
を
考
え
る
会
、
１
９
９
１
年
、
５
７―

６

５
頁
。 

９ 

私
が
２
０
２
４
年
６
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
取
得
し
た
朝
吉
の
軍
歴
書

（
原
本
通
り
記
載
）
に
は 

入
籍
番
号
：
佐
徴
水
第
２
５
０
号
、
佐
志
水
第
４
１
１
１
号 

年
月
不
明 

佐
世
保
海
兵
団
二
入
団
ス 

同
日 

海
軍
四
等
兵
を
命
ズ 

昭
和
１
１
年
１
２
月
１
日 

志
願
兵
へ
転
籍 

昭
和
１
３
年
１
２
月
１
日 

予
備
役
へ
転
入 

と
あ
る
。
し
か
し
、
厚
労
省
が
大
正
を
昭
和
と
誤
記
し
た
可
能
性
が
高
い
。

昭
和
１
１
年
１
２
月
当
時
、
朝
吉
は
３
８
歳
で
あ
り
、
高
齢
で
急
な
志
願
兵

転
籍
は
め
っ
た
に
あ
り
得
ず
、
祖
父
も
昭
和
一
一
年
か
ら
一
三
年
は
既
に
警

察
官
で
戦
争
に
は
行
っ
て
い
な
い
と
言
う
。
確
認
す
る
と
、
朝
吉
は
昭
和
一

一
年
～
一
三
年
に
撮
ら
れ
た
写
真
に
全
て
警
察
官
の
服
を
着
て
写
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
軍
歴
書
の
昭
和
を
、
大
正
と
考
え
た
方
が
全
て
の
年

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/daijinkanbou/sensai/kids/04_03.html
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/daijinkanbou/sensai/kids/04_03.html
https://oguma.sfc.keio.ac.jp/sotsuron/2005/2005kaneko.pdf


【B】戦争体験記 

 

 
数
に
辻
褄
が
合
う
。
つ
ま
り
、
１
９
１
９
年
に
満
２
０
歳
で
徴
兵
さ
れ
、
四

年
現
役
兵
と
し
て
服
務
。
（
一
九
二
七
年
の
兵
役
法
改
正
で
三
年
に
短
縮
さ

れ
て
い
る
の
で
、
な
お
昭
和
を
大
正
と
考
え
た
方
が
、
年
数
が
合
致
す

る
）
。
１
９
２
２
（
大
正
１
１
）
年
１
２
月
に
２
年
の
再
服
役
を
申
し
出

て
、
１
９
２
４
（
大
正
１
３
）
年
１
２
月
、
２
６
歳
で
予
備
役
編
入
と
い
う

形
が
最
も
可
能
性
が
高
い
。 

軍
歴
書
は
満
州
事
変
以
降
急
増
し
、
朝
吉
は
そ
れ
以
前
の
軍
歴
書
に
な
る

た
め
当
時
か
ら
手
に
負
え
な
く
な
り
、
厚
労
省
は
そ
の
行
政
的
な
手
続
き
の

複
雑
さ
か
ら
年
月
不
詳
と
記
載
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

１
０ 

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室
『
戦
史
叢
書 

中
國
方
面
海
軍
作
戦
１―

昭
和
一
三
年
三
月
ま
で
ー
』
朝
雲
新
聞
社
、
１
９
７
４
年
。

h
ttp

s://w
w

w
.n

id
s.m

o
d

.g
o

.jp
/m

ilitary_h
isto

ry_search
/S

o
sh

o
V

iew
?

k
an

n
o

=
0

7
2

 

２
０
２
５
年
１
１
月
７
日
最
終
閲
覧
。 

１
１ 

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
人
口
統
計
資
料
集
」
二
〇
一
四

年
。

h
ttp

s://w
w

w
.ip

ss.g
o

.jp
/syo

u
sh

ik
a/to

h
k
ei/P

o
p

u
lar/P

_D
etail2

0
1

4
.a

sp
?

fn
am

e=
T

0
5

-0
2

.h
tm

、
２
０
２
５
年
１
１
月
１
４
日
最
終
閲
覧
。 

１
２ 

R
K

B

毎
日
放
送
「
高
校
３
年
生
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩

出
し
た
”

県
内
初
の2

5

メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
”

完
成
か
ら
８
５
年
、
今
ど
う

な
っ
た
？
」h

ttp
s://n

ew
sd

ig
.tb

s.co
.jp

/articles/-/1
8

5
3

7
4

8
?
p

ag
e=

 

２
０
２
５
年
１
１
月
１
４
日
最
終
閲
覧
。 

１
３ 

朝
日
新
聞
「
頓
田
の
森
の
悲
劇
今
こ
そ
語
る
」
２
０
１
６
年
３
月
２
１

日
。 

１
４ 

佐
藤
卓
己
『
八
月
一
五
日
の
神
話―

終
戦
記
念
日
の
メ
デ
ィ
ア
学
』
筑

摩
書
房
、
２
０
１
４
年
。 

１
５ 

福
岡
市
「
復
員
・
引
き
揚
げ
と
送
出-

海
の
玄
関
口
・
博
多
港
」
二
〇
二

二
年
。

h
ttp

s://w
w

w
.city.fu

k
u

o
k
a.lg

.jp
/fu

ku
sh

i/so
m

u
/h

ik
iag

e/fu
ku

in
.h

tm
l 

２
０
２
５
年
１
１
月
１
４
日
最
終
閲
覧
。 

１
６ 

甘
木
町
史
編
さ
ん
委
員
会
『
甘
木
町
史 

下
巻
』
１
９
８
１
年
、
２
９

３―

２
９
４
頁
。 

１
７ 

小
熊
英
二
『
生
き
て
帰
っ
て
き
た
男―

あ
る
日
本
兵
の
戦
争
と
戦
後
』

岩
波
書
店
、
２
０
１
５
年
、
１
７
８
頁
。 

１
８ 

小
国
喜
弘
『
戦
後
教
育
史
』
中
央
公
論
新
社
、
２
０
２
３
年
、
８
頁
。 

１
９ 

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
人
口
統
計
資
料
集
」
２
０
２
５

年
、

h
ttp

s://w
w

w
.ip

ss.g
o

.jp
/syo

u
sh

ik
a/to

h
k
ei/P

o
p

u
lar/P

_D
etail2

0
2

5
.a

sp
?

fn
am

e=
T

1
1

-0
3

.h
tm

 

２
０
２
５
年
１
１
月
１
７
日
最
終
閲
覧
。 

２
０ 

谷
顕
子
「
戦
後
日
本
に
お
け
る
食
料
の
需
要
体
系
分
析
」『
信
州
大
学
農

学
部
紀
要
』
第
五
二
巻
、
２
０
１
６
年
。 

２
１ 

文
部
科
学
書
『
学
制
百
二
十
年
史
概
説
』

h
ttp

s://w
w

w
.m

ext.g
o

.jp
/b

_m
en

u
/h

ak
u

sh
o

/h
tm

l/o
th

ers/d
etail/1

3
1

8
2

5
5

.h
tm

 

２
０
２
５
年
１
１
月
１
１
日
最
終
閲
覧
。 

２
２ 

三
一
書
房
編
集
部
「
戦
後
学
生
運
動
資
料
第
２
巻 (

１
９
５
０―

１
９

５
２)
」
三
一
書
房
、
１
９
６
９
年
、
４
２
８
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン h

ttp
s://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/p

id
/9

5
8

2
6

8
6

 

https://www.nids.mod.go.jp/military_history_search/SoshoView?kanno=072
https://www.nids.mod.go.jp/military_history_search/SoshoView?kanno=072
https://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/P_Detail2014.asp?fname=T05-02.htm
https://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/P_Detail2014.asp?fname=T05-02.htm
https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/1853748?page=
https://www.city.fukuoka.lg.jp/fukushi/somu/hikiage/fukuin.html
https://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/P_Detail2025.asp?fname=T11-03.htm
https://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/P_Detail2025.asp?fname=T11-03.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/1318255.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/1318255.htm
https://dl.ndl.go.jp/pid/9582686


【B】戦争体験記 

 

 
最
終
閲
覧
２
０
２
５
年
１
１
月
１
４
日
。 

２
３ 

中
嶋
嶺
雄
『
香
港
回
帰―

ア
ジ
ア
新
世
紀
の
命
運
』
中
央
公
論
新
社
、

１
９
９
７
年
、
１
０
５
頁
。 

２
４ 

２
０
２
３
年
度
の
総
務
省
「
人
口
推
計
」
よ
り
計
算
し
た
も
の
。
９
０

歳
以
上
の
人
口
を
総
人
口
で
割
っ
た
数
字
。

h
ttp

s://w
w

w
.stat.g

o
.jp

/d
ata/jin

su
i/2

0
2

3
n

p
/in

d
ex.h

tm
l 

２
０
２
５
年
１
１
月
１
５
日
最
終
閲
覧
。 

 

https://www.stat.go.jp/data/jinsui/2023np/index.html

